バットとエアガンで応戦すると、敵はすぐさま大爆発!爆風に飛ばされ、ぽくらは側に
あったビルの壁に叩きつけられてしまった!(HPマイナス5
しかし、このバトルのおかげで意外な発見があった。爆発のススで、透明人間さんの姿が
現れたのだ。それがなんと、眉毛がつながってて金歯の男なんだな、これが!
「あなたを捜していたんです!さあ、ボクたちといっしょに来てください〓
ぼくとジェフは、彼の手を取ると、モノトリービルへGO!
640
グレープフルーツの滝は、スリークの街から東へ、いくつもの山を越えたところにあった。
ほくたちはかわるがわる滝をのぞきこんだけど、どこに秘密基地への入口があるのかわから
ない。しかたなくあたりを探ってみると、サターンバレーという谷間の集落にでくわした。
そこは、どせいさんというなんとも変わった種族の住まう場所だった。でも……。
「ふみねうねえんぱずそらろうっぺんちりやっちょぷいぷーよんとろ?」
会話がぜんぜん成立しない。
どうやらどせいさんの言葉は、ぼくたちのものとは全然違うみたいだ。
どうしたらいいかしら……」ポーラが、困ったようにぼくを見る。
「うーん……」ジェフも、お手上げという表情だ。

